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継 続 的 改 善
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トップダウンで環境方針を策定
します。また、活動、製品およ
びサービスを分析し、“著しい
環境影響を及ぼす要因”を明ら
かにし、具体的な改善目標や目
標を達成するための手段と日程
計画を策定します。

目標と計画に対して、
体制および責任者を明
確にし、文書管理、運
用管理および緊急事態
への準備・対応など、
マネジメントシステム
を適切に運用します。

マネジメントシステムの
運用状況の評価結果、周
囲の環境などを総合的に
レビューし、必要に応じ
て、方 針、目標、システ
ムなどの変更を検討しま
す。 マネジメントシステムの各プロ

セスに対して、監視、測定、是
正処置、監査などを行い、シス
テムの運用状況（目標に対する
達成度などを含みます）を適切
に評価します。

　マネジメントシステムに関する国際規格の代表 
的なものとして、品質保証に関する ISO 9000 シ 
リーズと、環境への配慮に関する ISO 14000 シリー 
ズの 2 つがあります。
　今回は、ISO 14000 シリーズについて、ごく簡単 
にですが、以下にご説明します。

1．ISO 14000 シリーズとは
　ISO 14000シリーズの国際規格は、企業活動が環 
境に及ぼす影響を最小限にくい止めるよう配慮す 
ることを目的として定められたものです。
　この規格は、ISO（国際標準化機構）によって 1996 
年に制定・発行され、企業の活動、製品およびサー 
ビスが及ぼす環境負荷を低減させるための、マネ 
ジメントシステムの構築に関する要求事項が規定 
されています。細かな要求事項に関してはここで 
は省略させていただきますが、特徴の一つとして、 
以前からあった TQM（総合的品質管理［Total Qual- 
ity Management］）で用いられる PDCAサイクルの考 
え方が取り入られている点が挙げられます。図1 
に、PDCA サイクルで行うべき事柄の概要を示し 
ます。
　また、ISO 14000 シリーズでは、この PDCA サイ 
クルを 1 回だけでなく継続的に何回も回すことに 
よって、環境負荷の低減や事故の防止につなげ、継 

続的改善を実現することを目的としています。
　なお、ISO 14001 に基づいて構築されたマネジメ 
ントシステムは、“環境マネジメントシステム”と 
呼ばれますが、EMS［Environmental Management 
Systems］と略称されることも多いようです（ISO 
9001 に基づく品質マネジメントシステムは、QMS 

［Quality Management Systems］と略称されていま 
す）。

2．審査登録制度
　ご存じのとおり、ISO マネジメントシステムにつ 
いては、それぞれの ISO 規格の要求事項を理解し、 
規格に適合したしくみを構築、運用することが必 
要です。また併せて、審査登録を受けようとする 
企業の、業種に合った専門性をもつ審査登録機関 
による審査・認証を受ける必要があります。さら 
に、審査登録機関による審査が認証後も定期的に 
行われることにより、マネジメントシステムの適 
切な運用および改善活動が維持されます。

3．最後に
　近年における、企業を取り巻く状況変化の一つ 
として、環境保全への取り組みが挙げられ、有害 
物質の使用の禁止または制限ならびに ISO 14001に 
基づく環境マネジメントシステムの認証取得など 
は、その具体的表れといえます。
　また、環境マネジメントシステムの認証取得は、 
電子電気業界を主体に始まりましたが、最近では、

自治体や銀行など様々な業界にも広 
がっており、品質マネジメントシス 
テムの認証取得とともに本来の業務 
を果たすための“免許”のように扱わ 
れることも少なくありません。
　エム・システム技研は、今後も環境 
保全を重要課題の一つとして位置づ 
け、環境負荷の低減に努めたいと考 
えています。
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ISO 14000


